
大口養魚



 箏芙の経渦概要

 求,□。の;、=…水(!ぱ河川河崎地に散在する養魚刺てよバ「生産されている^t辛緊H一き一王・めて
 1ま・1.横帯の需班及び食用魚そ・{;う・たうにも他県に残存しイいみ向が大きい■・また一カでけ訂ゴ㌧
 の不ψもあス爪観光度華として行楽地しつ消費箏{、逐次閉発さ=れつつろゲ;;牝柏三と共にれぴえ
 傾向にある。

 当場も開設後2年目を.一印丸既存業者の整賄育成をけかると共に新規業者に対す二技術指導に
 努めた。また内にあつては養魚推進の中核となるよう養魚絞術の休煤研矧犯'1二1ら消兜。拡大
 を併行推進する運営を行い.前年に引き続き随命遂行に万全を期す意図。もとに事羊推進に努め
 た。

養鱒/虹)事業

 前年度に引き続き環境要因と成育関係を把握レ併せて消費の拡大並びに県内冷水源開発も意
 図して.食用鱒及び種苗としての稚鰯生産を目標に養鱒業の振興に努めた。
 1,.ニジマス養成

 昭和37年度に歩けるニジマス飼育経過は表1のと参りでちん

表1,37年飼育経過

          3z41傑魚売却数擁死屍数不明負数年度未保有負数歩留備考          F令尾数重最尾数最
          尾k■'143k          ○年魚尾尾尾12,000k255.21団%倒臭卵66000粒よりの稚魚数

          '一一一

          1年魚5.043識鯛5の334,245つ8985
          2年魚2005326174878Z0親魚候補

          計5.243196534,27128112,174342.2

2,餌料

 昭和37年度の年間給餌掃と餌料碓は次に示すと恰りで1らる。

 な拾本年度け親魚候補として2年魚の飼育を試みた^千あみ等親魚養成に必要た餌料の一入手

 不足から餌'料は1集魚と同一にした。

 一いロー



 (2)魚令副隼間使用解料及び餌料費

 衰2魚令別年間使用餌料及ぴ餌料費

          一一''・'魚へ種η副別平均単簡○年魚1年魚}「■一一』2年魚合計1
          数量金額数量金額'最金額数量金'欄

          干あみ52,004992,594,84992,594,8

          白魚粉…一65,00198128ZO206,63.429022641417160
          鮮魚30,0061,71,85t一158,94Iア6Z0220,661618,o

          魚肝臓2900118,53,436,5300,38,708,ア418,812,145,2
          肝臓278,006Z48.709413,43,ア23280,822,432,6
          蝿60,004,6276,O4,62ア6,0

          脱脂粉乳360,005,01,800,05,01,800,0
          ひ在肉100,OO123,412,340,0123,412,340,O

          オリエンタル餌付用200,0080,06,000,080016,000,0
          オリエンタル粉末68,00111,0Z548,0111,0Z548,0

          オリエンタルペレット100,00120,012,000,G120,012,O00,O
          小麦粉53,0024Z713,128,1596,031,588,O843,744,716,1
          野菜26,5021,155921Z9474,439o1,Oき36

          計811112何58,67310洲23232542203          4

          k当単価928ア50126638
 「註」2年魚ぱ1ア4尾を親魚候補として飼育.飼料は1年魚に含む

妻3 0年魚

              種;別別4月5月6月7月8月g月10月11月12月1月2月5月合計
              千あみ

              白魚粉3915.9"

              鮮魚4,4Z012,312,416,620617

              魚肝臓23,532955,11185

              オリエンタル付用29051,O80.0
              肝胆52.9,,6Z4
              ひな肉25.8引.136,530,0123,4一一一
              脱脂粉乳1,22,81,0

              オリエンタル^目レツ20,069830.O5,C■一一■一一一一一L120,0'''一'一24〃山■一              '、繋粉2,O8,319212531.044,35b.ア6Z7
              野菜1I81,82215,3

              計3Z973,98Z79Z364.3U6.n686118569830,021,1''o一■一7.2生一
 一“4一



 表4　１年魚及び２年魚

             一“1勺.・11k千あみ16,51「山             :篶7月8月g月10月1月一12月1月2月合計              498
             一一

             白魚粉20,82016,124,074,642,614,05.6206.7

             鮮魚4I329531,5引,543,216,22,7158,9

             魚肝臓34,830,014948Z300,3

             肝麟12、ア0,713,4

             蜻3,61,o4,6

             オリエンタル粉末26,034,O38,12,9111,0
             小麦粉30,441,664,184,052,416,086,02115596,O

             野菜11,71,25,O1Zg

             計

 (3)摘・要

 イ.稚魚の歩留が悪かったのは6月から7月にかけて綱薗咋の病気にかかり高い琵死率

 を出し走こと及び選別回数が少庄かつたため友喰が参ったものと考える。

 口.食用魚は順調な延びを示した。今霞は低廉な餌料配合及ぴ完全配合騨料の普及によ

 る民間業者の育成等にも努めたい。

 ・、水源と成長については夏期殻高を示す7月下句～8月中旬に危険を感じたが.1=の

 期には舘死も衰弱もみ在か〔た。むしろ高水源期になる前即ち紘雨期からの管踊に気.

 をつけ走い。また低水温鰍(歩ける適正.給餌も今後の郵題であろう。

 ㍉消費両は鹿児島市内向が主であったが.観光客への地元消費も延ぷ傾向にちる。

(飼育担当小川鉄雄)

 →45一



 い伽に」に薦採1ψ
 当増は上ニニ1帥..'一j1二'二1一一書}I;11、てf・=一し、水、々ll■二'っ一二一…一1二冶一二1一'・一∵できるもりとξ

 戸.冊11ロコ“酎・・且・.。…小111∴。・妹1ぺ;=1ハ1。㍗U.㌧、ゴ1用.I.・・'。;・!魚僕3.1{字1・.∴一1か

 行ってきた。今年ポ=1亡I夫1」{..」1パ.一!りま定理黒劉・∵と一。一一・!lこ一考廠しナ1・㌧ったので

 ;叶斗1一=・もてなかったが、命後の予蜥鮒;炉=1.1.ゼ;=ζ・一ゾ〕て、・tの桝一」姿一こついて報告';・二〇

 2,供試魚○概興

 表1　供試魚

性別書供試尾歓工休暇平均体長一
 989尾59尾510929cη2年魚

 。・。。こ1。。、下一山。高「

 L計 174 82

 3,方法の概腰

 未経験しつため先進地の方法を;参考にして行っ走。はじめ3を5～6尾取り揚げ.艀化室内で

 水切台にて水を切り.甥己瓶O口にガーゼを2枚張りこれに枯液をしぼり込む、ガーゼ
 は腹部を圧した際はじめに笛くる排泄物を除去十るためである。こ1つようにして得た粘液ばす

 ぐ倹鏡して活勅状況を観察して瓶ごとポー九等1こ入れこの周囲に砕氷をλれて保存.次に♀魚

 を同じく5～6尾服り揚げ水切り隆卵帝け網にしぼり出し等調液で洗卵し洗面器に・移し.す

 ぐ約2ccの精液をスポ・fドでかけ.かき混ぜた雲中の液を検鏡レ締子の活動を認め走ら.

 器に水を咋入し.約5分位放置する。こ、で卵ば吸水して硬くなるのIで収容準嫡にかかる。
 4,等調液の調合法

 水10e堀化カリ2,49
 食1塩90,49塩化カルシウム2,6≡;

 5。採卵維過
 表2、　採卵経過

 」研爾坦二1

1ド∵
 ユ。■1一.」.一一一〇

 ぺ.考察

 親魚の雌康状桂はイ;良=て特に♂ば蜘州前κ背部に黒色の班敏がでて約半数以上は一見して権
 病魚ど半i1断できた。♀も体型的に成熟しているものは59尾中半数位で.他ば廉卵rばできても
 化1州であったり卵粒が小さく問趨にならなかつた。このことば親魚養成の餌料に起因すると考
 える・長1」ち箏1j・k杉■一LlUllこ吐る7月甲旬頃より卵質を良くするd-a目taxantinを多
 く≡享有して1い一る干あ一会(fササ)等を殆んど敏用しなか。たこと。12月初めから餌止めをし
 たこど斤とが一奈内であろつ。採卵時的ごっし(てけ州の状態からして過熟卵が認められたので1

 2月下二リバ・1月'''リ=;∵rてゴ笥当と一塚えら仏また水温関徽・らレ〔も1月中。下fリ地縦肋曲つで.7～8oc
 の12～/月がjへ∴;,一。・三・二w、上1者ス.られる。

 今吐⊥パ『'1,量と一て一:,・∵㍉J{,fポいまぴ餌料配合に留.達し.裸一印技1村の1高』上に・チめれば織榊つ1≒
 .「一1い{顯'ろ'↓I一し!一…刊可・1…小川猷唯

 一^lo一



賛鯉事業

 ・'ザ・・■一∵'ll・…1叶柱ペチ1一:、カ=一二1ぺI点1。し。㌧

 1,1『育籔11{ζ他11・書11二)

 (1)1.二1和5フ年n〕1に一一“1一トる榊崎育=1言過1・'二長1.つと拾りIご1ざる。

          _.五.しI刈胴育区分__=_■_一一_'_一I'S3ア,榊轍、と■''一一一土I一一」一一一一一一一■一'購入数量i売却搬二1荻''■山一'一1''・S3淘由賄鰯=          一一一

          尾致電母不明滅・毛雄=鼠
          1壇;          青仔85.6103,450尾62ア0302015670

          新任12,00015612m0尾3nk00    
      
;

          切鯉80523,5k■52858520一■'300          1親鰯'上・・,,2口0
          '

          (2)餌料昭和37年慶の隼高給餌量と餌料費は次。こ示すと拾うである。
 表2、

 (2)餌.昭和37年慶の年間給餌量と餌料費は次に示ナと拾りである。
 規格別年間使用餌料及ぴ餌料費

           峨.I青仔新任切鯉親鯉合計           平均単価数量金額数量.金額数量金網数母金額数量1金額
           踊60124,18,446,114,0;6840・693Z556,250117561ア1,536β

           甲トル65102,76,795,598≡637090,131弱58573,354ア6Z75

           ア9513,5一■1'変弱07一一一一山一」■I■5398,121サ書㌻17螂314Zア3082一''           魚粉裸麦2843,2.2画6280817ア624905,74一一'一一一■1492,79
           麦粉2396,9522刃85158,181,338μ156,83φ06465,16498鯛3η098φ7瑚
           米糠5126,911β7241一

           ■'I一           合剤50136680一■■241並80一ぶ;機一II一一           野菜26,52825一え711,8、512、ア91241,251;?,5
           '

           計口3,6620季13脳57659弓30384ZOZ1798弱0声636,312ア9Z05

           1k当リ単価50,3240,4345,631,142,3

 ・447一



 表３　責任月別給餌量

         汀ζ「㌃一、…T1一「「'「「「一「T;計一■」oI一一■■
         乾燥蝿18,8k105,3↑24,1

         中ミールZ154550,55102.7

         裸麦43,243,2
         十

         麦粉5,9126草21,61905          15,696,95

         米糠3,1Z81“26.91

         野菜2Z8晃8
         計920,4166,15215,1

         69623、』403,66

 、。1'TT;計1

 …
…
「

4321

二亨二

 表4　責任月別給餌量

          月極冒ぺ4567891011合計.
          乾燥蝿O.1126,987114.01

          甲ミール49498

          裸麦56,578100,346280,8

          I麦粉?21α5618.2520,1758,18

          合剤3,』3,43,43,4

          野華3,43.43,41,613,6+■一一118_1ニピ^'h一一576139一1''一。一一一          i計.二←十、、_L  上二∵㍗・
 ̀→48一



 表5　親鯉月別給餌量

          ㌻十r           67891ぺ1汀∴丁

          141zフ.6I5・上二⊥一
          探董42,4541,955,3450128,1622492,ア9

          麦粉帆g910,4313,84Z35Z3583,1565.16

          野菜2,22.10,7」          ∵666461.688疋3865,75141,75,112,95755;斗二

 ・「rπ㌃Tl

 表6　切鯉月別給餌量

          月種別別4567891011合計
          蝿108,1458,3262.505143,293Z5

          魚粉5,91,80.2zg

          甲ミールO,26858,8.42{1,13190,13

          裸麦44,45ア0,59118,5131,5128,1154,520553,1905,74

          麦粉2,765,54238,48,2156,8

          米糠

          合剤

          野菜口,44,83,991

          計50,3575,09119312,4720,ア50i35293'一68,4空20Z17
          」'

 一44q一



(3)稚鯉生産概要
 杵^唖生椎けi氏水;一の十一!二吋'・.…t'オ不向.てプ{o幸㌔采を㍗牛。

表7棚鉋卿==

           ■一一''一」口」一一1

           産卵月日卵.竺、一山に㌧㍗1(二三120連100000.'惟裏1.≡           ■''一■1一■'」⊥一一一一一一'1一一一■一一'一'.』

           ♀9尾
           5舳一.!己♂27亀

           』一

           18Fr♀弓            ♂1510連0
           一一'■0^一'.一山一'一一

           ♀7
           22日2010凄100000           ♂

           ■」'一

           6月1日♀920唾150000
           ♂27

           '一一I一'`'9'一一           8日♀            ♂2720連100000
           '】

           1a臼♀9            2720連100000           ♂

           28臼♀6            ♂1□漣50000           2口

           計♀54            ♂163110陸600000!85610尾
           旧一一

 表8　稚魚供給概要
    '【■

    氏名佳所供給尾数備考
    '山一

    森田隆一水俣市300尾水田養魚
    大丸為政大口市亀巣1〔10■''一`Ioo

    I

    川下浩二大口市西太町50'血'山一〇
    南武男大口市里3000o

    計3450
    ■■

摘要

 イ.各規格別生産数掃二等ぱ附表に示した。

 口.鯉養成ば総体的に低水温その他の要因に茨配される而が多く成梁をあげ得なかった。

 ハ.稚鯛生畦け低水渥をヵパー十ろえぬ帯卵池にピニーハ・の硬をして.津F・促成右・行oた。
 が結・粟餉にば自然適水帽う岐好であったと考えろ.、しかし6月以!1㌔1=咋卯亨行つた場今

 簑考の行.挟時悶とに犬き庁ずれが生じることも'亭.1ピニれ.舳.頁.煮で{1]。フ“

 2、十徴湖新汗一澤成事業概要

 県内の新仔(中羽鯉)の需要ば年セ増加している。しかしな1う1いそ一7川{!雀しノ1・(.と・て1・

 帯再㌃を浦すことけできず.やむ衣くこれを県外に求めている現状で・ちり.こオピ打;l1乖!・1..で
 ・450一



 ミ・鵬に嘩祷寸ス十曾糊を柔順し、同湖の俺産伴カ並び(湖滑セ樗箏を細る丸め初年陣は魚の成
 長明係、拡労今市状況餌料劾率の適否等を検討しつつ事業推進に努め走。

 (1)十曾湖の概要

 1図　十曾湖見取図

 水面積8,8ヘクタール
 貯水一量一45万トン

 目的農業用かん概貯水クム(人造湖)

 注入水量十曾川から嚇注入水量はべ言
 方法の概要
 水面讃が広く.水深はAで2,3m.Bで1速,Oて5,6価.Dで11.9mと変化に富
 んでいるため.新任養成の場合.稚魚をそ○ま＼で放養したのではその段の分布が広
 がり野生化することも考えられるので.池中で充分解付したのち更に図1の場所に活笹
 網(クレモナ線縄7mx5阻x2m.上縁5〔iC皿)を固定し.この中で音響による餌
 付訓練をして浦申に放養することにした。網謝モ場所は水深2,1mであ..「走。

 稚魚の放養

 網活・篭～⊃放養及ぴ湖中放養け下妻のと知りである。

 表9　網活簀への放養

網活簀

放養月日

S3ZZ20

観格

青行

数量

12,470尾

平均体長

3Cm

鶴考

表10+曾湖放養

中
数量平均体長減耗繍考

放蕃月日

 S3Z93012・337尾8cη135尾減耗は死点と畠害

 在春このf=!1に7『の集中幕竈によりて飼育中の苛仔約5万尾及び食用甥候補魚5,ooo尾(

 ;ll;定),うゴ占伸一一'・・`モ川し“この㍗.これも任:意。つ放養椥て今ませた。

(4)給砕

 .洲I魚・二う一峻舳尖i・11j.紙は図1のAの部分に胴湖帥に群遊しているのを認めた刀でA

一{51一



 の下流洲11・でμじ洲1抑卿・て醐・トを行。走。琳偲炉ついて一・「将宰○職易蜴r湖底の構造

 上)内∴て行う方が効果酌であるしちょうど生笹設置場所.とも一致するので活{瀞林中心;で
 打つだ。

表11月別給餌量

      テ㌣…;,r一ユ0一      1011`■'合計

      蜻Z54k23,lk13,44k0,84k       ■44,92K■■■

      甲ミ・ル12,1821,501+烹      裸麦6.5010.082241
      ■'一IL.

      麦糠5,325,044148O,84一15,68

      野菜1.201,201,203,60
      ■凹

      計193651,6063,03z13141,12

(5)考察

 37年度には取揚は行わず.従って事業の成果は不明であ〔た。ただ分布状況一擬餌
 状況については肉!恨観察によってか浸り把握できたが.小型魚の湖中に於ける動向につ

 いては察知できず今後角度を変えて検討する必要があろり。

 十曾湖ばかん濁用水であるため渇水期に在ると図1のB附近は露出することがあり.

 取揚兼飯場造成を考える必要がある。また餌付に際して氏持久惟をもたせる定め.蜻
 鮮魚等をかますにつめ餌甥に沈める方法をとった。衣拾3月には豚皮を針金でしぱり石
 をつけて沈めた。歩留についてはえん堤が満水状態てば常にオーバしているので逃逸
 することも考えられる。流入河川は岩石が多く急流であるため湖上魚はあま珍みなかっ

 え。もつとも遺憾だつたのは禁漁を侵して密漁者が多かったことであん

 (飼育担当児島史郎竹下・正文責小山鉄雄)

養鰻事業
 ウナギ飼育ぱ330mの池」面を禾I岬して・試験的飼育を行。ている。、
1).37隼度飼育概一要

 表1ウナギ飼育経過

 承冨r荻数量売却数量年度未保有備考
ト'

148,2k`49アkアZ5k18,ア5k
L__⊥_

2).餌料
 餌料11tあじ.さばの鮮魚の微に鰹の萌を使用し走。

 月別の給解状河け次表のとわりである。

 一4ミ2・



表2月別給鯛1景

   1一一'一τ一■''一'■I11一^■■'I一'一''1月別._.竺..、.」・`1、._.、重..。__.廼.__.4出8k2,004円
   52H,56.345

   6505,121工川;二
   7840,225,206

   ''■^

   881,22,436

   9271,08,130

   10132.33,969

   11195585

   計212ス4263,828,6

 「註」あじ.さば鰹の頭のk当平均単価ぱ30円として計算
摘要

 1・油壁の上縁κかえしがなかったため降雨の際逃逸した数が大きく歩留を悪くした。
 2.水草を1台坂り付けたところ摂解が良好二な。た。
 3,池水のプランクトン組成が水質のためか思わしくなく浴に言うアオコが出来にくカり旭

{飼育担当下野僑,一.小山鉄雄)

鮎増殖姦業

 養殖は今年が初めての試みで結果は次・)通りであつた。

(1)飼育条件

 表1,月別の使用延水面廣

  年月1使用延水面磧
  ・'1

  昭和3ア年4月640m
  一

  5640

  6640

  773五

  8828

  9663

  し0一」..、_三エ6.一.i 一」__三五重___.1

一{53一



 表2　養成池の午前、午後の平均水温

 ド岬㍗4月斗■之21二し㌧1,1凹!.3～⊥45

 」∵㌻“1∴讐∵
921,0～22.4195～20.8190～199

- 101gO～19515,6～16,3一`14,5～16,4
 '.一■一■一⊥一_`

 0一一u■
1,'～1'11

 (2)種苗の移放

 表3　種苗の移放

       移放月日飼育池尾//腕1尾一致重量暁一'一'^'0-I■種苗生産地1
       S37年435号池94m・28,5尾2,683ll・・F霜島川(松永)
       一15号地165ml■

       16号池165m上十1463010,121叶丁;ro'一⊥一'一'一'       `

       '■≡'一I■

       41416号池165m天降川

       I19号池122.〃18、。/1、5,405一一山''.'20一一一山一3,8』一一`一一一山霜島川       一

       o

       5,819号池122m1Z36865

       ■

       5,11'6号池94m48,34,540155.3池田湖
       一

       5面一1」一・“・・594,77250LIL
註

 L_一
 1,尾数は電電法算定による

 2,輸送はト号,クで行。た。

 314月3日移放の分比水漏が6ocに急降レ翌日までに6kg(1500尾)
 の幣死を・みた。

〔3)

 昭二巾374三1`の一三一.いζ値rそ…した何モミー寺は次のと拾りであるo



 表4　月別の給餌量

          L-r一一一一一,一一一'0r^一「一一

          請一足二剤い1__理L_↓..__千あみ!1・εK          白魚粉1、斗∵上∴∴二十和2、、。、、喜、1、邑、、;。ト、一ア、牛。
          一■一`■一

          鮮魚195152,ア810,1316.O691,0252.022,82,264,1

          魚肝臓120,9652,566,6840,0
          o

          蝿4,038,1151,6542547Z0230,533,013,71,490,4
          一』'■一ユ

          鮎甲ミール4,164,9222.6108,4400,0
          一

          小麦粉11,850,114Z623Z526.606,416,58,ア605.2

          米ぬかZ726,174,8210,5164,033,o1μ533,5

          野菜2,312,815,1

          計61,23ア1,4,594,5634,92524,6814,338,348,56,98Z7
          」

 表5　餌料費内訳

    品名平均単価数量金額
    干あみ円52,00k105,4円5,480,8

    白魚粉65,00734,04Z710,0

    鮮魚30,002,264,16ア923,O

    魚肝臓2900840,O24,360,O

    蜻60.001,490,49Z624,0

    鮎川中ミール65,00400,026,000,0

    小麦粉53,00605,232,065,0

    米ぬか25,00533,513.33Z5

    野菜26,5015,1400,2
    計一6.98Z7314,540,5

    一一

    k当単価■'d5.01

摘

イ
.

要

 低水1.霊と欣恭帝度O旧係十ら帆州1、荷がで養凌かった。

 池底が砂礫の場合.〕㍗u「～二Iパ・1淵除に大き方労力を必興とし.池底推積物が多くなり摂

 餌に際して池フ穴;1「潤一.oIク1.;・=二一一二「■工ら'一徹1二た。

 輔の多箭使用は魚体、〔寸1=㌧、し.焼いた上1壬合の黒・トけの原国と友る。



 十.乍1嵯魚のセ講平状ミ≡・`けr寸宍に示ヰ。

(4)生殖沖抑制頓育

 ㈱'t弘季のかとずれと共に生殖纐○発達が活発と升エ〕.日とともゼ体ゴ1しは郊一〔.㍍{.I高
 値は著しく低下する一こ一∫・生殖触の発達フ1二人工餉に抑制して鮎…=二越年させろこ.1=が1千わ
 れている。これら越年I式戯及び人工産卵促逃一等について先週螂;=禾11周し。ヒ報告;樽・・た

 さ1hて一、る。これらに基き当場でも9月以降.鮎。残魚があ。走ので.商品触1嫡士傑牟約一
 る目的から光処理によって飼育を試みた。

1)飼育条件

 94州つコ:/クリート3面張旭1面を使用し.水面上30CmO場所に40W白色螢光
 燈10本を設置した。

 2)飼育数最3Z5kg

 3)飼育期間昭和3ア年9月1日～昭和38生2月1日

4)方法

 自然日長時間が秋季は短く在ってゆくため.螢光燈点燈を日没直前に行うようにして消
 燈を午後11時にした。これば大体自然日長と合せて16時間になるようにした。
 次拾消燈ゲ際しではタイムスイッチでf乍動した。
5)給餌

 自然日長区に飼育中と同じ餌料を用いて飼育を行。た。

 6)蝪自縛の発達過程

 自然日長区と抑制区を対比したところ次の結果を得た。な春当場横の十曾川産について
 も調査を一試みた。

 表6　抑制区調査結果

 寸十六∵「∴
 丁∵{∵“∴

       '中

       調査月日㌣1。蔦体蒐生殖線成熟度備考       S3ア凹'
       2294590.290,004体色変化認められず
       ■'一

       ll♀14.5400,8
       一一一一一一I■■'凹       o♀14.O360,211汁二
       ,♀12,0200,O,n,005

       o《/5,0』4雌小皿
       ''.一一一''凸

       10,19♀14,535oo1!
       ■0一』''

       1一♀15.8441:,1        '0.00三一9一一
       1♀15,1430.10,002       ''1!■一1『…'一
       ,♂1',538o,20,0051

       '川''。11し三1''■■o凹凹…一一山一'
       ヒ土一〕,3i」,03`一・一一・'o       「o一一■一…一一''一I】ヨ1・し一⊥一■…uL'一'■一■'■I'■一0I一■.一「       1べ,0o一1i

       一一…!'10一皿.I一一1■



 表7　十曾川産鯉調査報告

 表8　自然日長区調査結果

       調査月日性別体長体熟度備考

       S3Z929♀C田14,O333体色に錆の出現はみられない
       I♀14,544,51,10,0241

       I♂1Z0705,20,074体色やや錆が出現

       一♂15,3451,30,028l1

       1♂16,O515.2O,102体色錆ている
       一一皿L■

       10,19♀14.2322.80,08ア体色変化認めず

       I♀14,5382.ア0.071』

       一♀1412510血0,195わずか錆がでている

       一♂14,0302,60,086体色やや錆びる

       □♂.14,5352.現
       ■一''一一'■一

       11,22♀15,5455,てし(方い

       1♀16,044,5z

       一♀.1-5÷       一♂155

       ■♂16035し3.2…ll■'体色は完令κ錆びる一_」  一一_」

 f1而要

 1・最終飼育は翌年の2月1日までに役んだが.結局水楊の憲降f2,5～26㍉い二よrて衰
 弱死をまねいた。死点は1月上旬5～6oC1項から日増κ多くなつた。

 2・光旬[理を行えば一商品師値のi氏ド列1打くご二iてきJカ㌔時舳よづれ、つ関係もあって泊鉾喋
 拓等;て1燭,越、う;ある、,

 q自然〔長凶ぴ一一フニ11～こ完全1・こ錆が舳;し.過抑てよる消化線の冊瞬κよム紗Eが弗

一457一



 4.試験てば左かr一だが.定;蝪調奇、ぴサンプリングの尾一数等もも。どは〔きりした数のもとに

 把握したか〔た。

 5,抑」舳区及ひ自然臼匿区の生殖線発達は表にまとめ走が.10月19日の供試魚の発達状j兄は

 康11)⊃と台りであった。

担当小1口鉄雄

抑制区

自然日長区



 附表１

生産魚類,前年度繰
1・一

11
 r…寸^凹

 ∵ト

し

 ■■'一

食用鯉
四

度用鰻

 ≡中羽鯉
1.....
!権

トー1
11
 ピ凹

計

57年度生1雇 主1蟹魚処 守1

   十1
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 附表２　年間水温変化表(用水取入口)


